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二
〇
〇
三
年
は
、
名
古
屋
柳
城

短
期
大
学
の
創
設
五
十
周
年
の

記
念
の
年
に
あ
た
っ
て
い
る
。
ま

た
本
学
が
属
す
る
柳
城
学
院
の

始
ま
り
と
な
る
保
母
養
成
が
、

田浦学長

一
八
九
八
年
に
カ
ナ
ダ
の
宣
教

師
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・ヤ
ン
グ
先
生

に
よ
っ
て
創
め
ら
れ
て
か
ら
、
一

〇
五
周
年
を
迎
え
た
。
こ
の
間
、

戦
災
を
始
め
多
く
の
試
練
に

あ
っ
て
き
た
。

　

戦
後
の
教
育
改
革
に
よ
り
、
短

期
大
学
の
制
度
が
生
ま
れ
、
本
学

は
一
九
五
三
年
に
、
柳
城
女
子
短

期
大
学
の
名
称
を
と
っ
て
創
設

さ
れ
た
。
当
初
入
学
定
員
は
、
二

十
名
で
始
ま
っ
た
が
、
一
九
七
四

年
に
一
〇
〇
名
、
一
九
八
六
年
に

一
五
〇
名
と
な
っ
て
、
今
日
に
い

た
っ
て
い
る
。

　

一
九
九
六
年
四
月
か
ら
名
古

屋
柳
城
短
期
大
学
に
名
称
が
変

わ
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
柳
城
の

知
名
度
を
高
め
る
た
め
、
名
古
屋

を
冠
し
、
新
し
い
時
代
に
備
え
て

「女
子
」
の
字
を
と
る
こ
と
に
し

た
と
さ
れ
て
い
る
。

本
学
の
初
代
学
長
は
、
フ
ラ
ン

　　　

学

　

長

シ
ス
・
Ｂ
・
ホ
ー
キ
ン
ス
先
生
で

あ
っ
た
。
同
学
長
時
代
一
九
五
〇

年
に
現
在
の
明
月
町
に
校
舎
が

建
て
ら
れ
、
一
九
五
八
年
に
体
育

館
が
新
築
さ
れ
た
。
一
九
六
一
年

に
先
生
は
カ
ナ
ダ
に
帰
国
さ
れ

て
後
も
、
絶
え
ず
柳
城
の
こ
と
を

思
い
、
そ
の
発
展
を
祈
り
続
け
ら

れ
た
こ
と
は
、
感
謝
に
絶
え
な
い

と
こ
ろ
で
あ
る
。
歴
代
の
理
事
長
、

学
長
を
始
め
、
教
職
員
や
関
係
者

の
協
力
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
多

く
の
困
難
や
試
練
を
乗
り
こ
え

て
本
学
は
発
展
し
て
き
た
。
本
年

三
月
ま
で
に
、
専
攻
科
を
含
め
て

短
大
の
卒
業
生
は
五
二
○
○
名

を
越
え
る
に
至
っ
た
。
そ
の
多
く

が
保
育
や
社
会
福
祉
の
領
域
で

活
躍
し
、
社
会
の
た
め
に
貢
献
し

て
き
た
。

専
攻
科
と
し
て
保
育
専
攻
は

一
九
九
七
年
に
設
置
さ
れ
、
介
護

福
祉
専
攻
は
一
九
九
八
年
に
設

田

　

浦

　

武

　

雄

短
期
大
学
創
設
五
十
周
年
に
あ
た
っ
て

置
さ
れ
た
。
前
者
で
は
幼
児
教
育

の
優
れ
た
専
門
家
の
養
成
が
め

ざ
さ
れ
て
お
り
、
幼
稚
園
教
諭
一

種
免
許
状
を
取
得
で
き
、
教
育
学

士
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
後
者

で
は
、
高
齢
社
会
の
担
い
手
と
な

る
介
護
福
祉
士
の
資
格
を
取
得

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
専
攻
科
の

修
了
生
が
各
分
野
で
活
躍
し
て

い
る
こ
と
は
喜
ば
し
い
。

　

二
〇
〇
〇
年
に
は
、
専
攻
科
の

男
女
共
学
制
が
、
翌
年
に
は
、
短

大
保
育
科
の
男
女
共
学
制
が
導

入
さ
れ
た
。
そ
の
理
由
は
、
介
護

専
攻
を
作
る
際
に
、
介
護
福
祉
士

と
し
て
の
男
性
の
働
き
も
期
待

さ
れ
る
の
で
、
男
女
共
学
に
ふ
み

き
り
、
ま
た
幼
児
教
育
の
面
で
も

男
性
の
教
員
の
働
き
が
重
要
だ

と
考
え
た
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
と

関
連
し
て
、
短
大
保
育
科
の
共
学

に
も
ふ
み
き
っ
た
。
こ
の
制
度
へ

の
評
価
が
高
ま
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
社
会
は
、
情
報
社

会
や
資
格
社
会
の
傾
向
も
強
く

な
る
の
で
、
学
生
の
皆
さ
ん
も
自

己
の
能
力
を
開
発
す
る
と
と
も

に
、
試
練
に
あ
っ
て
も
く
じ
け
な

い
力
の
育
成
に
努
め
て
い
た
だ

き
た
い
。

附
属
幼
稚
園
の
三
園
も
、
教
育

実
習
の
生
き
た
場
と
な
り
、
ま
た

地
域
社
会
に
奉
仕
す
る
も
の
と

な
り
、
子
育
て
の
改
善
へ
向
か
っ

て
の
役
割
を
、
い
っ
そ
う
果
た
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

創
設
五
十
周
年
に
あ
た
り
本

学
に
関
わ
る
人
々
が
、
過
去
か
ら

学
び
、
未
来
の
創
造
に
向
か
っ
て

進
む
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

ョＯ………雨面ｉＴｉ一帽亨彊顕艶Ｌ
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柳
城
学
院
創
立
１０５
年

　

短
大
創
設
５０
周
年

　

記
念
行
事
の
お
し
ら
せ

　

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

名 古 屋柳 城短期 大 学 報第４８号

《ど
う
ぞ
母
校
に

　　　　

お
帰
り
く
だ
さ
い
ー
彰

　

本
学
院
は
今
年
、
ヤ
ン
グ
先
生
が

ひ
と
り
の
学
生
に
保
育
を
教
え
は
じ

め
て
以
来
一
〇
五
周
年
、
短
大
と
な

り
五
十
周
年
、
ま
た
、
介
護
福
祉
専

攻
科
開
設
五
周
年
と
い
う
記
念
す
べ

き
年
を
迎
え
ま
し
た
。
学
院
と
同
窓

会
で
は
、
こ
の
喜
ば
し
い
年
、
ぜ
ひ

卒
業
生
の
皆
さ
ま
に
母
校
に
帰
っ
て

き
て
い
た
だ
く
た
め
、
こ
の
期
間
を

《
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
》
と
し
、

と
も
に
お
祝
い
し
た
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。特
に
、今
回
は
初
代
学
長
ホ
ー

キ
ン
ス
先
生
ゆ
か
り
の
ダ
イ
ア
ン
・

デ
ィ
ス
ト
ラ
ー
女
史
を
お
迎
え
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
下
記
の
行
事

の
い
ず
れ
に
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま

す
。
尚
、
十
一
月
一
日

（土
）
の
出

席
そ
の
他
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

次
頁
の
表
と
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
の
項

目
を
ご
覧
頂
き
、
同
封
の
は
が
き
に

て
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
ご
返

送
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

．，
・．三
〆

　

生

ｇ
′

　　

先

γ

　　　

雄

”・
ｒ

　　

哲辺渡　

　

　

　

　

漆
山
団

、
原

も

　　

，，

　　　

・．

　　　

生

　
　
　

‐ー
‐
、

　　

瀦

　　　　　　　　　　　

ー～

●
十
月
十
八
日
（土
）介
護
福
祉
専
攻

　

開
設
五
周
年
記
念
講
演
会

　　

講
師

渡
辺

　

哲
雄
先
生

　　

詳
し
く
は
、
１０
頁
及
び
同
封
の

　　

チ
ラ
シ
を
ご
覧
下
さ
い
。

●
十
月
二
十
九
日
（水
）合
同
礼
拝

　　

愛
知
国
際
病
院

　　　　

川
原

　

啓
美
理
事
長

　

先
生
は
、
ネ
パ
ー
ル
で
の
医
療
協

力
の
経
験
か
ら
ア
ジ
ア
保
健
研
修
財

団
を
設
立
し
、
多
く
の
ア
ジ
ア
の
医

師
な
ど
の
研
修
を
受
け
入
れ
、
草
の

根
の
保
健
活
動
に
貢
献
し
て
お
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
地
域
に
支
え
ら
れ
る

医
療
活
動
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

ホ
ス
ピ
ス
病
棟
も
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
豊
か
な
ご
経
験
に
基
づ

き
、
先
生
か
ら
貴
重
な
お
話
が
伺
え

る
と
思
い
ま
す
。

●
十
一
月
一
日
（土
）創
立
記
念
礼
拝

　

・
感
謝
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど

　

記
念
礼
拝
に
初
代
学
長
ホ
ー
キ
ン

ス
先
生
ゆ
か
り
の
、ダ
イ
ア
ン
・デ
ィ

ス
ト
ラ
ー
女
史
を
お
迎
え
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
カ
ナ

ダ
聖
公
会
へ
の
感
謝
を
皆
様
で
表
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
女
史
に
つ
い
て

は
、
下
記
の
記
事
を
ご
ら
ん
く
だ
さ

い
。
当
日
は
、
感
謝
パ
ー
テ
ィ
も
開

催
し
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
ご
参
加
く
＼

ラ
ンキ

， －－

　

ｉ
，ー

　　　　　

，

　　　　　　　　　　

１

ストラー女史とと

　

あ
ふ
れ
た
こ
の
手
紙
に
感
動
し
、
私

史女

　

は
、
ホ
ー
キ
ン
ス
先
生
の
墓
参
を
し

招
待
に
応
じ
た
の
は
教
え
子
た
ち
と

お
別
れ
の
意
味
も
あ
っ
た
と
述
べ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
教
え
子
へ
の
愛
に

′．望遠難！蟹に霊園座三三・◎ｉ

た
い
と
思
い
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
検
索
に
よ
り
、
カ
ナ
ダ
・

ハ
ミ
ル
ト
ン
市
の
ア
セ
ン
シ
ョ
ン
・

チ
ャ
ー
チ

　

金
の窯
扉
－Ｏコ
８
日
Ｏ巳

内
に
ホ
ー
キ
ン
ス
チ
ャ
ペ
ル
が
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
さ
っ
そ
く
電
話
を
し

ま
し
た
。
す
る
と
、
な
ん
と
ホ
ー
キ

ン
ス
先
生
の
大
姪
に
当
た
る
方
が
教

会
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
の
で
す
。
今
年
三
月
、
主
に
介
護

専
攻
の
学
生
対
象
に
毎
年
実
施
し
＼

ー１
′）

‘

　

≦

　　　

内

　

　

　

　
　

　

　
　
　
　

　　

　
　

　　
　
　
　

　

　　

　　　
　
　

　

　　　

▲
‘

　　　　

ヨ
ス
チ
チ
・
念
ン
記
ヨ
ス
シ
ン
ン
キだ

ヒ
ー
キ
ン
ス
チ
ャ
ペ
ル
を
訪
ね
て

ー」

＼
＼＼
－”

　　　

Ｄ

　　

‐；ゞ
↓

　

－、喜
義
Ｌ．
・．”

　

れ
せ
ま
ノ

　　　　

，・・１
１
１
１
１
１
ー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｙ

　　　

／〆メｒ

　

ｒ，．ｒｒｒｆｒ－．十ｒ

　

柳
城
の
百
年
史
の
執
筆
を
一
部
担

当
す
る
こ
と
に
な
り
重
圧
を
感
じ
な

が
ら
歴
史
資
料
室
に
通
い
詰
め
何
日

か
た
っ
た
あ
る
日
、
学
報
に
掲
載
さ

れ
た
短
期
大
学
初
代

　　　　　　　　　　

　
　
　　　

　　
　　
　

学
長
ホ
ー
キ
ン
ス
先
－

生
の
手
紙
が
目
に
と
葛
露

並

ぼ

ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぎ

　　　　

－

は
カ
ナ
ダ
か
ら
の
、
「ｉ
１１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　　
　

　

　

　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

礼
状
で
し
た
。
ホ
ー

キ
ン
ス
先
生
は
来
日
－

当
時
八
十
三
歳
で
、
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日

　　　

時 場所 内

　　　

容

１０月１８日 （土）
１３：３０～１６：００

体育館
こ

　

ぬ
勲
卵
瀞＊
署
な鰯

講
「
と
※

沈
鴻

　　

月

　

に
り

）
３
３

水

１２
１４

（

　　

会

日
拝
楽

２９
礼
音

月
同
念

１０
合
記

体育館 駆
財
ノ
学

師
修
」
本

講
研
る

・・

・・
健
き
会

拝
保
生
楽

礼
ア
に
音

同
ジ
共
念

合
ア
「
記

止
比
熔紗

）
静
止
珠

は

　　

ｆ

旧鵬
僻
お

朋強揃卿
館育体

嫌

　

業

　

卒

　

０

　

・
す

樹
賓
ま

植
来
い

念
（
て

拝
記
イ
し

礼

・
テ
意

念
拝

　

一

　

用

記
礼
パ
を

立
前
謝
食

創
墓
感
軽

１１月２日 （日）
１３：３０～１５：３０

館育体

　

な
授

　

ず
教謡

　

子
淫

　

親
松

　

の

　

一

　

学

　

ジ
大

会
ン
都

演
パ
京

祭
講

ン

・・

城
念
チ
師

柳
記
「
講

１１月２日 （日） ～３日 （月）
１０：００～１６：００頃

大短
スパンヤ井プ一

祭
オ
城
二
柳
ミ

＊尚、 どの行事も参加は無料です。

第４８号

／
だ
さ
い
。

尚
、
墓
前
礼
拝
・
記
念
植
樹
も
予

定
し
て
い
ま
す
。

・
十
一
月
二
日
（日
）
三
日
（月
）

　　　　

記
念
講
演
会
・
柳
城
祭

講
師
松
淫
哲
郎
教
授
は
、
京
都
大

学
霊
長
学
研
究
所
に
お
い
て
、
チ
ン

パ
ン
ジ
ー
の
認
知
の
研
究
を
、
そ
し

て
ア
フ
リ
カ
で
長
年
、
野
生
の
チ
ン

パ
ン
ジ
ー
の
生
態
を
研
究
し
て
お
ら

れ
ま
す
。
特
に
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の
ア

イ
の
子
育
て
は
、
よ
く
ご
存
知
の
こ

と
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
期
待
く
だ

さ
い
。
柳
城
祭
の
今
年
の
テ
ー
マ
は
、

「
一
人
は
み
ん
な
の
た
め
に

　

み
ん

な
は
一
人
の
た
め
に
」
で
す
。
在
校

生
だ
け
で
な
く
、
た
く
さ
ん
の
同
窓

生
の
皆
さ
ん
、
地
域
の
方
々
、
子
ど

も
た
ち
と
一
緒
に
、
五
十
周
年
を
迎

え
た
母
校
を
お
祝
い
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
プ
ロ
の
大
道
芸
あ
り
、

職
人
に
よ
る
飴
細
工
あ
り
、
学
生
に

よ
る
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
あ
り
、
例

年
よ
り
充
実
し
た
模
擬
店
あ
リ
ー
と

盛
り
だ
く
さ
ん
！
小
さ
な
お
子
さ
ま

を
お
連
れ
の
方
の
た
め
に
、
託
児

ル
ー
ム
も
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

「柳
城
学
院
百
年
史
」

　　　　　

の
刊
行

懸
案
で
あ
っ
た
本
学
院
の

「百
年

史
」
を
、
短
大
創
設
五
十
周
年
の
記

念
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
よ
う
や
く

刊
行
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
多
く
の
方
々
の
目
に
届
く
こ

と
の
な
か
っ
た
種
々
の
写
真
や
資
料

を
取
り
入
れ
編
集
し
て
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
ご
覧
頂
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。
同
封
の
は
が
き
に
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
ご
出
席
の
方
は
、
当

日
受
付
で
代
金
を
お
支
払
い
く
だ
さ

い
。
年
内
を
め
ど
に
お
送
り
い
た
し

ま
す
。
（送
料
込
み
二
０
○
○
円
）

／
て
い
る
カ
ナ
ダ
で
の
セ
ン
ト

・

ロ
ー
レ
ン
ス
・
カ
レ
ッ
ジ
老
年
学
研

修
の
帰
り
に
、
そ
の
教
会
に
立
ち
寄

り
、
ホ
ー
キ
ン
ス
先
生
の
兄
ジ
ョ
ー

ジ

（ｏ
ｏｏ
「篭
）
の
孫
に
あ
た
る
ダ
イ

ア
ン
・
デ
イ
ス
ト
ラ
ー

　

会

の・
豆
趣

は
扇

富
め
＝
の
「）
さ
ん
に
お
会
い
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ダ
イ
ア
ン
さ

ん
は
ホ
ー
キ
ン
ス
先
生
の
影
響
を
受

け
て
司
祭
に
な
る
準
備
を
し
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

☆
こ
の
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
ダ

イ
ア
ン
さ
ん
を
、
今
秋
の
短
大
創
設

５０
周
年
記
念
行
事
に
お
招
き
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
ホ
ー
キ
ン

ス
先
生
の
教
え
子
に
当
た
る
方
は
、

万
障
お
繰
り
合
わ
せ
の
上
、
十
一
月

一
日
の
記
念
礼
拝
、
感
謝
の
集
い
に

お
い
で
下
さ
い
。
（中
根
記
）

　　　

ホーキンス先生

　

（Ｆｒａｎｃｅｓ．Ｂ

　

Ｈａｗｋｉｎｓ）

　　　

歴史資料室より

ヤング先生、 ボーマン先生、 ホーキンス先生及び

本学に関する貴重資料をお持ちの方は、 ぜひご連絡

　

も
岬

　　

生

る

　　　　　

グ

　

関

　

　

　

　

　　

ｒ

　　　　　

ン

　

に

　

い

連絡先 名古屋柳城短期大学
歴史資料委員会まで
Ｂト０５２－８４１－２６

　

３５

　　

　　

　　
　

　　　　　　

　

　　　　

　
　

　　
　　　　　

　　

１９５３

　　

ロ２８

　　　

升当式で 似

　

るホーキンス

　

生

　　　　　　　　　

メー，
轟キロ，二

１９５３（昭和２８）年

　

開学式で挨拶するホーキンス先

．
１ず

　　　　　　　　　　

「．

　　　　　　　　

”

　　　　
　　

　　
　
　

　

　　　

－〆

‘

　

％

ｒロ
ヱ
．癖
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平
安
女
学
院
チ
ャ
プ
レ
ン
・
日
本
聖
公
会
歴
史
研
究
会
会
長

（元

本
学
チ
ャ
プ
レ
ン
）

大

　

江

　

真

　

道

短
大
に
な
る
ま
で

小
さ
な
塾
か
ら　

　

　

　　　　

　

　
　
　
　
　

　

＼

　　　　　

大

”をへ
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名
古
屋
柳
城
短
期
大
学
が
現
在
の

姿
に
な
る
ま
で
は
長
い
一
世
紀
以
上

の
歴
史
が
あ
り
ま
し
た
。
創
立
者
は

皆
様
よ
く
ご
存
知
の
ヤ
ン
グ
先
生
で

す
。
ヤ
ン
グ
先
生
は
明
治
二
十
八
年

に
名
古
屋
に
婦
人
宣
教
師
と
し
て
赴

任
し
ま
し
た
。
そ
の
当
時
は
濃
尾
大

地
震
の
あ
と
で
、
多
く
の
困
窮
者
や

孤
児
が
こ
の
地
域
に
あ
ふ
れ
て
い
て
、

明
治
二
十
一
年
暮
れ
に
カ
ナ
ダ
か
ら

名
古
屋
に
到
着
し
伝
道
を
開
始
し
た

ロ
ビ
ン
ソ
ン
司
祭
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
司

祭
ら
が
救
援
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

ヤ
ン
グ
先
生
は
、
自
宅
を
開
放
し

て
一
人
の
教
師
を
養
成
し
、
幼
稚
園

を
は
じ
め
ま
し
た
。
明
治
三
十
九
年

英
国
の
伝
道
団
体
の
Ｃ
Ｍ
Ｓ

（福
音

宣
教
協
会
）
が
東
区
白
壁
町
の
武
家

屋
敷
を
購
入
し
て
婦
人
伝
道
師

（当

時
宣
教
団
は
バ
イ
ブ
ル
・
ウ
ー
マ
ン

と
呼
ん
で
い
ま
し
た
）
養
成
の
神
学

校
を
開
設
し
ま
し
た
。
柳
城
の
学
生

は
、
聖
書
学
に
つ
い
て
は
共
に
学
び

ま
し
た
。
こ
の
神
学
校
は
明
治
の
終

わ
り
に
兵
庫
県
芦
屋
に
移
り
ま
し
た

の
で
、
そ
の
跡
の
地
所
と
屋
敷
を
柳

城
保
婦
伝
習
所
が
譲
り
受
け
ま
し
た
。

　

ヤ
ン
グ
先
生
が
引
退
さ
れ
た
あ
と

ボ
ー
マ
ン
先
生
が
大
正
十
一
年
か
ら

校
長
と
し
て
奉
仕
さ
れ
ま
し
た
。
大

正
末
期
か
ら
昭
和
十
年
代
の
柳
城
は

と
て
も
充
実
し
、
日
本
聖
公
会
中
部

教
区
の
伝
道
活
動
と
一
体
化
し
て
宣

教
と
幼
児
教
育
活
動
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
。
中
部
教
区
で
奉
仕
し
た
ほ
と

ん
ど
の
婦
人
宣
教
師
の
先
生
た
ち
は

柳
城
の
教
育
と
深
い
関
わ
り
を
も
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
十
年
に
は
ハ
ミ
ル
ト
ン
主
教

が
引
退
さ
れ
、
理
事
長
に
は
佐
々
木

鎮
次
主
教
が
就
任
さ
れ
、
困
難
な
時

期
を
指
導
さ
れ
ま
し
た
。
柳
城
は
規

模
の
小
さ
い
学
校
で
し
た
か
ら
神
社

参
拝
問
題
や
特
別
高
等
警
察
に
よ
る

迫
害
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

宣
教
師
の
先
生
方
が
戦
時
色
が
強
く

な
る
な
か
昭
和
十
五
年
十
一
月
に
全

員
帰
国
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
日
本
人

の
諸
先
生
が
学
校
と
幼
稚
園
を
引
き

継
い
で
活
動
し
ま
し
た
。
昭
和
十
九

年
十
二
月
よ
り
名
古
屋
に
も
空
襲
が

始
ま
り
、
二
十
年
三
月
十
九
日
の
大

空
襲
に
よ
り
、
本
園
養
成
所
は
焼
失

し
ま
し
た
。
昭
和
十
八
年
に
柳
城
の

専
任
主
事
と
し
て
就
任
し
た
西
原
新

一
先
生
は
、
学
生
を
一
宮
市
の
郊
外

の
寺
へ
疎
開
さ
せ
ま
し
た
が
、
そ
の

寺
も
爆
撃
さ
れ
て
全
焼
し
、
や
が
て

終
戦
と
な
り
ま
し
た
。
戦
後
は
日
本

中
の
人
々
が
食
料
不
足
で
生
活
に

困
っ
て
い
ま
し
た
が
そ
の
廃
塩
の
な

か
へ
か
つ
て
の
宣
教
師
諸
先
生
が

帰
っ
て
こ
ら
れ
た
の
で
す
。
柳
城
は

保
婚
伝
習
所
か
ら
保
育
専
修
学
校
と

名
が
か
わ
り
、
や
が
て
学
制
改
革
に

よ
っ
て
柳
城
女
子
学
院
、
そ
し
て
柳

城
女
子
短
期
大
学
へ
と
昇
格
し
ま
し

た
。
こ
の
と
き
活
躍
し
た
方
は
ホ
ー

キ
ン
ス
先
生
で
し
た
。

　

短
期
大
学
へ
の
道
の
り
は
な
か
な

か
大
変
で
し
た
。
そ
の
と
き
助
け
て

下
さ
っ
た
の
が
愛
知
教
育
大
学
の
諸

先
生
た
ち
で
す
。
ま
た
附
属
幼
稚
園

の
活
動
も
戦
前
か
ら
教
師
と
し
て
あ

る
い
は
現
場
で
園
長
・
教
諭
と
し
て

活
躍
し
て
い
た
坂
東
き
く
先
生
、
松

原
霜
先
生
、
近
藤
八
重
子
先
生
、
高

橋
蔦
先
生
、
野
中
芳
子
先
生
ら
多
く

の
方
々
が
柳
城
の
短
大
昇
格
の
た
め

協
力
し
ま
し
た
。
教
会
も
柳
城
の
た

め
尽
力
し
、
土
地
建
物
は
教
区
の
社

団
か
ら
学
校
法
人
に
寄
付
し
、
財
政

的
に
は
カ
ナ
ダ
聖
公
会
の
伝
道
局
と

カ
ナ
ダ
聖
公
会
婦
人
補
助
会
が
募
金

活
動
を
し
て
運
営
と
発
展
に
尽
く
し

ま
し
た
。

　

し
か
し
戦
後
も
二
十
数
年
経
過
し
、

カ
ナ
ダ
の
教
会
か
ら
の
援
助
は
困
難

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
問
題
を
解
決

す
る
た
め
に
は
五
十
人
程
度
の
小
規

模
な
学
生
数
で
は
な
く
、
学
生
数
の

増
加
と
施
設
の
拡
充
が
必
要
と
な
り

ま
し
た
。
東
海
地
区
の
幼
児
教
育
施

設
が
資
格
あ
る
教
師
を
必
要
と
し
て

お
り
そ
の
要
望
に
答
え
る
べ
く
、
戦

後
、
柳
城
か
ら
身
を
引
い
て
お
ら
れ

た
西
原
新
一
先
生
が
第
三
代
の
学
長

と
な
り
、
現
在
の
場
所
を
最
大
限
に

活
用
す
る
校
舎
の
建
設
と
教
育
科
目

の
拡
充
の
た
め
奉
仕
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
メ
リ
ッ
ト
学
長
、
小
林

哲
也
学
長
を
へ
て
田
浦
学
長
へ
と
受

け
継
が
れ
て
き
た
の
で
す
。

　

私
は
教
育
系
の
大
学
を
昭
和
二
十

九
年
に
卒
業
し
ま
し
た
が
、
神
学
校

へ
い
く
準
備
の
た
め
教
会
で
牧
師
の

仕
事
を
手
伝
っ
て
い
ま
し
た
。

昭
和
三
十
年
に
教
会
の
用
事
で
柳
城

女
子
短
期
大
学
に
き
た
と
き
、
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。
ち
い
さ
な
校
舎
が

一
棟
ポ
ツ
ン
と
原
っ
ぱ
の
中
に
立
っ

て
い
ま
し
た
。
「え
っ
、
こ
れ
が
大

学
？
」
と
思
っ
て
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
そ
の
大
学
に
私
が
学
生
の
と
き

の
教
授
が
セ
ッ
セ
と
嬉
し
そ
う
に
講

義
に
通
っ
て
お
ら
れ
た
の
も
不
思
議

で
し
た
。
講
義
が
終
る
と
学
長
の

ホ
ー
キ
ン
ス
先
生
が
美
味
し
い
紅
茶

と
ク
ッ
キ
ー
を
出
し
て
ゆ
っ
く
り
会

話
な
さ
る
の
が
何
よ
り
も
嬉
し
い
と

言
わ
れ
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
柳
城
は

塾
の
よ
う
な
学
校
だ
っ
た
の
で
す
。

名
古
屋
で
働
き
牧
師
の
仕
事
の
か
た

わ
ら
私
は
、
西
原
新
一
学
長
の
と
き

か
ら
非
常
勤
講
師
と
し
て
キ
リ
ス
ト

教
学
の
ほ
か
に
宗
教
学
の
講
義
を
担

当
し
て
い
ま
し
た
。
教
区
と
日
本
聖

公
会
の
歴
史
編
集
委
員
を
し
て
い
た

の
で
、
自
然
に
こ
の
大
学
の
初
期
の

歴
史
に
関
心
を
も
ち
、
昭
和
五
十
五

年
に
一
ヶ
月
カ
ナ
ダ
聖
公
会
の
ア
ー

カ
イ
ブ
に
史
料
調
査
に
い
き
ま
し
て

柳
城
の
歴
史
資
料
も
収
集
し
、
い
ま

……－ふーふー一三蟹謙二
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も
研
究
し
て
い
ま
す
。

　

大
学
の
起
源
に
つ
い
て
は
諸
説
が

あ
り
ま
す
。
教
会
で
は
聖
職
者
養
成

の
神
学
校
が
源
流
で
し
た
。
仏
教
で

は
修
行
道
場
の
僧
院
で
の
学
習
が
最

初
で
す
。
同
様
に
、
ヤ
ン
グ
先
生
、

ボ
ー
マ
ン
先
生
、
ホ
ー
キ
ン
ス
先
生

（初
代
学
長
）、
坂
東
先
生

（第
二

代
学
長
）
と
ず
っ
と
続
い
た
小
規
模

経
営
の
、
柳
城
保
婦
伝
習
所
・
養
成

所
・
保
育
専
修
学
校
・
女
子
学
院
・

柳
城
女
子
短
期
大
学
の
歴
史
は
ま
さ

に
塾
に
毛
が
生
え
た
よ
う
な
小
さ
な

も
の
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
こ
に
あ

る
の
は
教
師
と
学
生
の
真
剣
な
生
活

で
し
た
。
寮
の
生
活
に
は
今
失
い
か

け
て
い
る
教
育
の
原
点
が
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
の
で
し
た
。

　

ホ
ー
キ
ン
ス
先
生
か
ら
私
は
マ
ル

コ
福
音
書
の
註
解
書
を
お
借
り
し
て

い
ま
し
た
。
先
生
は
あ
の
本
は
シ

リ
ー
ズ
な
の
で
返
し
て
ほ
し
い
と
い

わ
れ
、
先
生
が
退
職
し
て
帰
国
さ
れ

る
名
古
屋
駅
の
ホ
ー
ム
で
先
生
に
手

渡
し
た
の
で
す
。
恥
ず
か
し
い
の
で

す
が
懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。

名
古
屋
柳
城
短
大

五
十
周
年
に
寄
せ
て

　　　　　

金
運

　

佐
和
子

　　　　　　

（短
大
第

一
回
卒
）

私
が
柳
城
と
一
番
初
め
に
係
っ
た

の
は
、
高
校
卒
業
間
際
に
、
将
来
の

計
画
を
問
わ
れ
、
「短
大
の
英
文
科
へ

で
も
」
と
お
返
事
を
し
ま
し
た
と
こ

ろ
、
「私
の
家
内
は
、
実
に
素
晴
ら

し
い
聖
公
会
の
学
校
で
、
小
規
模
で

は
あ
っ
て
も
、
愛
を
も
っ
て
幼
い
子

ど
も
た
ち
を
育
て
る
学
校
の
卒
業
生

な
ん
で
す
よ
」
と
こ
の
お
話
を
し
て

下
さ
っ
た
の
が
、
私
共
の
大
先
輩
、

佐
藤
ふ
み
さ
ん
の
御
主
人
、
佐
藤
裕

先
生
だ
っ
た
の
で
す
。
私
は
即
座
に

「そ
の
学
校
に
入
り
た
い
で
す
」
と

申
し
出
ま
し
た
。

　

希
望
通
り
、
柳
城
に
入
学
し
た
と

き
の
名
称
は

「柳
城
女
子
学
院
」
で
、

一
年
間
で
卒
業
の
上
、
幼
稚
園
教
諭

の
免
許
が
受
け
ら
れ
た
の
で
し
た
。

卒
業
近
く
と
な
り
、
女
子
学
院
が
短

大
に
昇
格
す
る
事
を
知
ら
さ
れ
、
二

人
の
友
人
と
私
の
三
名
が
短
大
生
と

な
り
、
他
の
友
人
達
と
共
に
勉
学
に

励
み
ま
し
た
。

短
大
生
は
三
十
名
足
ら
ず
で
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
当
時
、
私
共
の
恩

師
で
あ
ら
れ
た
、
坂
東
き
く
先
生
は
、

未
だ
カ
ナ
ダ
に
留
学
中
で
お
留
守
で

し
た
。

短
大
の
附
属
幼
稚
園
は
、
白
壁
、

瑞
穂
、
御
器
所
、
研
究
所
の
四
園
で
、

学
生
は
週
に
何
回
か
、
午
前
中
の
み

実
習
に
通
っ
て
の
勉
強
で
し
た
。
園

で
は
、
先
生
方
の
子
ど
も
の
扱
い
方

を
多
く
学
ぶ
事
が
出
来
ま
し
た
。

私
共
に
講
義
を
し
て
下
さ
っ
た

方
々
は
、
生
物
の
高
嶺
教
授
の
お
世

話
で
、
隈
元
教
授
、
磯
谷
教
授
な
ど
、

ご
立
派
な
方
々
で
、
愛
知
学
芸
大
学

か
ら
お
い
で
に
な
っ
て
お
ら
れ
ま
し

た
。
教
授
の
方
々
は
、
柳
城
の
校
風

を
好
ん
で
下
さ
い
ま
し
た
の
が
、
私

共
に
も
良
く
わ
か
り
ま
し
て
、
実
に

う
れ
し
い
事
で
し
た
。

第
一
期
生
と
し
て
卒
業
し
て
以
来
、

五
十
年
を
経
た
と
は
、
私
に
と
っ
て

驚
き
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
創
立
以
来

ず
っ
と
、
私
共
に
与
え
ら
れ
て
い
る

「愛
を
も
っ
て
仕
え
よ
」
の
み
こ
と

ば
は
、
私
共
に
と
っ
て
、
大
き
な
喜

び
で
あ
り
感
謝
で
す
。

私
た
ち
の
「あ
い
の
会
」が

　

柳
城
短
大
の
礎
と
し
て

　　

生
き
ま
す
よ
う
に

　　　　　　　

金
子

　

麗
子

　　　　　　

（短
大
第

一
回
卒
）

柳
城
短
大
の
お
祝
い
の
式
典
で

ホ
ー
キ
ン
ス
先
生
が
述
べ
ら
れ
た

〃愛
を
も
っ
て
仕
え
よ
″

　

の
お
こ
と

ば
、
ま
だ
こ
の
間
お
聞
き
し
た
よ
う

に
思
い
ま
す
の
に
、
あ
れ
か
ら
も
う

五
十
年
も
経
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す

ね
。
驚
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
、
こ
う
し
た
会
を
開
く

こ
と
に
決
め
た
の
は
柳
城
創
立
八
十

五
周
年
記
念
の
折
に
集
ま
っ
た
ク
ラ

ス
メ
ー
ト
が
、
こ
れ
か
ら
年
に

一
回

く
ら
い
逢
い
ま
し
ょ
う
ー
と
い
う
こ

と
で
は
じ
め
ま
し
た
。
四
国
の
方
に

計
画
頂
い
て
瀬
戸
内
海
ク
ル
ー
ズ
し

た
時
に
、
も
う
そ
ろ
そ
ろ
こ
の
会
に

名
前
を
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で

す
。
「あ
い
の
会
」
は
、
ど
う
で
し
ょ

う
と
い
う
こ
と
で
全
員
賛
成
で
決
め

ま
し
た
。

　

こ
の
名
前
に
は
三
つ
の
意
味
が
あ

る
の
で
す
。

一
、
柳
城
の
モ
ッ
ト
ー
の

「愛
」

二
、
年
に
一
度
、
逢
い
交
流
を
深
め

　　

る

「逢
」

三
、
海
の
上
で
、
こ
の
名
前
が
決

　　

ま
っ
た
の
で
海
の

　

三
監
」

よ
く
考
え
た
名
前
で
し
ょ
う
？

　

そ
の
後
、
こ
の
あ
い
の
会
は
当
番

を
決
め
、
そ
の
地
方
で
毎
年
開
き
ま

し
た
。
出
席
者
が
と
て
も
多
か
っ
た

の
は
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が
お
互
い
に

思
い
や
り
、
お
互
い
の
存
在
を
認
め

合
っ
て
信
頼
が
あ
り
尊
敬
し
ま
す
が

自
慢
、
装
飾
の
な
い
集
ま
り
で
あ
っ

た
こ
と
で
す
。
又
、
都
合
で
欠
席
す

る
方
に
は
、
み
ん
な
で
暖
か
い
気
持

ち
を
届
け
ま
し
た
。

卒
業
し
て
家
庭
を
持
っ
て
い
ま
す

が
夫
々
の
持
ち
味
を
出
し
て
、
い
ろ

い
ろ
の
面
で
み
ん
な
活
躍
し
て
い
ま

す
。
中
に
は
幼
稚
園
を
経
営
し
て
、

ま
だ
現
職
で
働
い
て
い
る
者
も
い
ま

す
。
そ

　

ニ

　

ミ

　

，，
′
」〕

　　

韻

れ
を
、

享〆
‐
崖
鴬
議
題
、

－

◎………Ｒｙｕｉｏ

　　　

キー熟梼孝
一‘

　　　

・瀞，．三
ｒ‘

　

′

　

ｒ

　
　

　

　

　　

　

　

　 　　　　　

　

　

「あいの会」 筆者

　

左から３番目

　
　
　　　

　　

　

　　
，二・霊

こ
の
あ

い
の
会

全
員
で

評
議
員

に
な
っ

て
支
え

て
い
る

の
で
す
。

　　

　

　　　

　
　
　
　

馨
り講
ぜ

　
　　

　　
　
　　



２００３年９月１日

野
中
芳
子
先
生
永
眠

名 古屋柳 城短期 大 学 報第４８号

本
学
元
名
誉
教
授
・
元
柳
城
幼
稚

園
園
長
・
野
中
芳
子
先
生
は
、
名
古

屋
の
上
飯
田
に
お
住
ま
い
で
し
た
が
、

昨
年
の
五
月
か
ら
体
調
を
く
ず
さ
れ

入
退
院
を
繰
り
返
さ
れ
る
よ
う
に
な

ら
れ
ま
し
た
。
甥
の
野
中
久
幸
氏
が

京
都
か
ら
か
け
つ
け
ら
れ
、
ご
親
族

の
手
厚
い
看
護
の
も
と
、
愛
知
国
際

病
院
で
治
療
に
励
ま
れ
ま
し
た
。
又
、

多
く
の
同
窓
生
が
お
見
舞
い
に
訪
れ

る
の
を
楽
し
み
に
し
て
お
ら
れ
ま
し

た
。
春
に
は
回
復
す
る
か
と
思
わ
れ

る
ほ
ど
お
元
気
に
な
ら
れ
安
心
し
た

の
も
つ
か
の
間
、
本
年

一

　

月
六
日

永
眠
さ
れ
ま
し
た
。
舎
子
年
八
十
九

歳
）

　

野
中
先
生
は
大
正
三
年
一
月
二
日

に
お
生
ま
れ
に
な
り
、
昭
和
六
年
柳

城
保
婦
養
成
所
に
入
学
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
八
年
に
本
学
を
ご
卒
業
の
後
、

た
だ
ち
に
柳
城
幼
稚
園
に
勤
務
さ
れ
、

新
任
の
頃
は
、
後
述
の
神
田
さ
ん
た

ち
園
児
か
ら
、
最
中
先
生
、
も
な
か

先
生
と
慕
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昭
和
二
十
年
春
か
ら
柳
城

保
育
専
修
学
校
の
詞
衣作
」
を
担
当
し

兼
務
と
な
ら
れ
ま
し
た
。
短
大
で
は

主
に
「手
技
（折
り
紙
）
・
製
作
」
の
担

当
教
授
と
し
て
学
生
に
親
し
ま
れ
、

附
属
御
器
所
幼
稚
園
で
も
た
く
さ
ん

の
園
児
に
思
い
出
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

保
育
者
の
養
成
と
幼
児
教
育
に
多

大
な
貢
献
を
し
、
教
授
・
園
長
・
同

窓
会
長
な
ど
を
歴
任
、
本
学
で
五
十

年
以
上
の
教
員
生
活

（平
成
六
年
ま

で
）
を
終
え
ら
れ
た
先
生
を
た
た
え
、

名
誉
教
授
の
称
号
が
あ
た
え
ら
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
昨
年
度
、
野
中
先
生
よ
り

生
前
贈
与
と
し
て
柳
城
へ
校
舎
建
築

寄
付
金
三
千
万
円
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
感
謝
に
絶
え
ま
せ
ん
。

生
前
に
親
し
く
交
わ
り
を
も
た
れ

た
教
え
子
の
佐
藤
文
子
さ
ん
に
追
悼

文
を
書
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た

永
遠
の
安
息
を
心
よ
り
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

敬
愛
す
る
野
中
芳
子
先
生

　

佐
藤

　

文
子

（昭
和
三
十
四
年
卒
）

ロ
イ
ス
野
中
芳
子
先
生
の
葬
送
式

は
、
日
本
聖
公
会
の
名
古
屋
聖
マ
ル

コ
教
会
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
、

詩
篇
第
二
三
編

「た
と
え
死
の
陰
の

谷
を
歩
ん
で
も
、
私
は
災
い
を
恐
れ

な
い
ー
」
と
四
節
を
唱
え
な
が
ら
、

野
中
先
生
の
凍
と
さ
れ
、
厳
し
い
が
、

優
し
い

（私
達
生
徒
の
成
長
を
信
じ

静
か
に
見
守
っ
て
下
さ
っ
た
）
お
姿

が
目
に
浮
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

ご
生
涯
を
柳
城
の
校
歌
の
歌
詞
の
よ

う
に

「お
さ
な
き
も
の
」
と
共
に
過

ご
さ
れ
た
先
生
、
今
は
神
様
の
み
も

と
に
憩
わ
れ
て
お
ら
れ
る
こ
と
で

し
よ
う
。

　

又
、
姪
ご
さ
ん
の
献
笛
「序
の
舞
」

で
は
、
あ
た
か
も
野
中
先
生
と
語
り

合
わ
れ
て
お
ら
れ
る
様
な
笛
の
音
で

し
た
。

私
は
四
年
ほ
ど
前
か
ら
一
年
に
一

度
ゆ
っ
く
り
と
野
中
先
生
に
お
会
い

し
、
お
話
を
出
来
る
機
会
に
め
ぐ
ま

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
野
中
先
生

が
柳
城
幼
稚
園
で
担
任
さ
れ
た
時
の

園
児
で
あ
っ
た
神
田
さ
ん
の
お
か
げ

で
し
た
。

　

神
田
さ
ん
は
園
児
の
時
ど
う
し
た

こ
と
か
お
も
ら
し
を
し
て
し
ま
い
恥

ず
か
し
い
し
ど
う
し
よ
う
と
困
っ
た

時
、
野
中
先
生
は
す
ぐ
誰
に
も
気
づ

か
れ
な
い
内
に
、
そ
っ
と
連
れ
出
し

て
き
れ
い
に
し
て
下
さ
っ
た
そ
う
で

す
。
そ
の
間
ず
っ
と
優
し
い
お
顔
で
、

神
田
さ
ん
は

「マ
リ
ア
様
は
先
生
の

こ
と
だ
」
と
思
わ
れ
、
そ
の
こ
と
が

き
っ
か
け
で
キ
リ
ス
ト
者
に
な
ら
れ

ま
し
た
。
そ
れ
以
来
ず
っ
と
六
十
余

年
の
あ
い
だ
野
中
先
生
に
お
会
い
し

た
い
と
思
い
続
け
ら
れ
、
四
年
前
に

や
っ
と
先
生
と
再
会
さ
れ
、
そ
れ
か

ら
毎
年
私
も
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
し
た
。

　

一
昨
年
、
柳
城
の
歴
史
資
料
室
で

お
元
気
な
先
生
に
神
田
さ
ん
と
共
に

お
会
い
し
、
ボ
ー
マ
ン
先
生
の
お
写

真
、
カ
ナ
ダ
へ
招
か
れ
た
時
の
こ
と

等
、
ボ
ー
マ
ン
先
生
が
い
か
に
柳
城

を
愛
し
て
下
さ
っ
て
い
ら
し
た
か
を

話
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
日
、

先
生
は
胸
に
美
し
い
楓
の
ブ
ロ
ー
チ

を
さ
れ
て
お
り
、
本
当
に
よ
く
お
似

合
い
で
し
た
。
「先
生
、
楓
の
ブ
ロ
ー

チ
が
よ
く
似
合
っ
て
ス
テ
キ
で
す

ね
」
と
思
わ
ず
申
し
上
げ
ま
し
た
ら

「こ
れ
ね
、
ホ
ー
キ
ン
ス
先
生
達
が

よ
く
楓
の
ブ
ロ
ー
チ
を
し
て
い
ら
し

た
で
し
ょ
う
。
い
つ
も
ス
テ
キ
だ
と

思
っ
て
い
た
の
で
カ
ナ
ダ
に
行
っ
た

時
、
買
っ
て
来
て
し
ま
っ
た
の
」
と

本
当
に
嬉
し
そ
う
に
話
し
て
下
さ
い

ま
し
た
。
あ
の
日
の
先
生
の
笑
顔
と

お
声
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
ボ
ー
マ

ン
先
生
を
尊
敬
さ
れ
、
心
か
ら
柳
城

を
愛
さ
れ
た
こ
と
が
深
く
私
の
心
に

入
っ
て
、
あ
つ
い
も
の
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
野
中
先
生
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　　　ん糧　　
　　　
蓉
藤
筆

ム
佐
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平
野
先
生
、鳥
井
な
つ
さ
ん
永
眠

本
学
元
教
職

員
・
同
窓
生
の
平

野
政
子
先
生

（八

十
六
歳
）
が
、
一

月
に
神
様
の
み
も
と
に
旅
立
た
れ
ま

し
た
。
葬
送
式
は
名
古
屋
聖
マ
タ
イ

教
会
で
行
わ
れ
、
故
人
の
生
前
の
愛

唱
歌
と
し
て
柳
城
幼
稚
園
の
園
歌
が

歌
わ
れ
ま
し
た
。

昭
和
二
十
六
年
柳
城
女
子
学
院



第４８号

（本
学
の
前
身
）
を
ご
卒
業
、
柳
城

幼
稚
園
、
御
器
所
幼
稚
園
、
短
大
事

務
局
を
歴
任
、
主
任
と
し
て
昭
和
六

十
一
年
ま
で
後
輩
の
指
導
に
励
ま
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
同
窓
会
の
書
記
、

通
信
係
と
し
て
堪
能
な
邦
文
タ
イ
プ

で
、
ご
奉
仕
を
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

「学
報
４４
号
」

に
お
い
て
同
窓

の
最
年
長
者
（百

名 古 屋柳 城短期 大 学 報

　　　　　　

歳
）
の
鳥
居
な
つ

さ
ん

（大
正
八
年
卒
）
を

「卒
業
生

訪
問
記
」
で
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、

二
月

一
日
に
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま

し
た
。
保
育
者
と
し
て
八
十
歳
ま
で

現
役
で
働
か
れ
、
一
〇
三
歳
の
天
寿

を
全
う
さ
れ
ま
し
た
。

尚
、
お
二
人
の
ご
遺
族
か
ら
本
学

を
覚
え
て
、
寄
付
金
を
頂
き
ま
し
た
。

感
謝
し
て
ご
報
告
致
し
ま
す
。

２００３年９月１日

二
〇
〇
三
年
度

保
護
者
会
会
長
あ
い
さ
つ

　　

岡

　

戸

　

妙

　

子

　

こ
の
度
、
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
名

古
屋
柳
城
短
期
大
学
の
保
護
者
会
会

長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
保
護
者
会
会
員
・
委

員
の
皆
様
、
先
生
方
の
お
力
添
え
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
役
割
を
果
た
せ

る
よ
う
精
一
杯
努
力
い
た
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

学
生
の
皆
様
、
名
古
屋
柳
城
短
期

大
学
で
の
学
び
は
、
皆
様
の
人
生
の

糧
と
な
り
、
共
に
生
き
る
人
々
の
生

活
に
真
の
豊
か
さ
を
も
た
ら
す
も
の

で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
こ
の
よ
う
な

学
び
の
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た

方
々
に
感
謝
し
、
勉
学
に
励
ん
で
い

た
だ
け
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま

す
。

　

今
年
度
は
、
短
大
創
設
五
十
周
年

と
い
う
記
念
す
べ
き
年
で
あ
り
、
行

事
も
計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
今
一
度
、
名
古
屋
柳

城
短
期
大
学
の
す
ば
ら
し
い
学
風
に

触
れ
、
良
き
伝
統
を
再
確
認
し
、
さ

ら
な
る
発
展
を
続
け
て
い
か
れ
る
こ

と
を
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
次
の
方
に
任
を
負
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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３
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＝ごミ
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こ
の
度
、
名
古
屋
市
が
東
南
海
地

震
の
防
災
対
策
強
化
地
域
に
指
定
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
耐
震
基
準
を
満

た
し
て
い
な
い
現
３
号
館
は
、
耐
震

補
強
す
る
か
建
て
替
え
る
か
選
択
を

迫
ら
れ
ま
し
た
。

　

種
々
検
討
の
結
果
、
建
て
替
え
る

こ
と
と
な
り
、
九
月
末
ま
で
に
取
り

壊
し
を
終
了
し
ま
す
。
そ
の
後
来
年

度
に
新
し
い
３
号
館
を
建
設
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

新
３
号
館
は
、
時
代
の
要
請
に

沿
っ
た
機
能
を
持
つ
建
物
と
す
る
よ

う
検
討
中
で
す
。
永
年
皆
様
に
親
し

ま
れ
た
現
３
号
館
は
一
九
六
七
年
に

建
設
さ
れ
、
当
初
は
学
長
室
・
教
室

と
し
て
、
そ
の
後
図
書
館
・
教
室
・

歴
史
資
料
室
・
ク
ラ
ブ
室
と
し
て
使

用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

皆
様
に
親
し
ま
れ
、
懐
か
し
い
学

生
生
活
の
象
徴
的
な
存
在
で
あ
っ
た

こ
の
建
物
の
取
り
壊
し
に
は
寂
し
い

思
い
を
持
た
れ
る
卒
業
生
が
多
く
居

ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
今
後

と
も
ご
理
解
ご
支
援
を
御
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

　　
　　

　　
　
　　

′～

　

１１

　　

ー
　
　

　

　　
　　　　

　　　　　　

　　

　
　

　

　
　

醗
酵

保
育
科
・専
攻
科

保^
育
専
攻
・

介
護
福
祉
専
攻
）
学
生
募
集
要
項

　

「キ
リ
ス
ト
教
」
を
基
本
と
し
た
建

学
の
精
神
に
基
づ
い
て
、
健
康
で
明

朗
快
活
か
つ
将
来
、
保
育
者
・
幼
児

教
育
者
を
志
す
意
思
と
熱
意
を
持
っ

て
勉
学
に
い
そ
し
む
学
生
を
選
抜
す

る
目
的
で
以
下
の
日
程
に
よ
り
入
学

試
験
を
実
施
し
ま
す
。

保

　

育

　

科

募
集
定
員

　

一

●
推
薦
入
学
試
験 一
五
〇
名

　　　　　

（日
本
聖
公
会
教
会

　　　　　

推
薦
入
学
試
験
を
含
む
）

　

・
募
集
定
員

　

七
十
五
名

　

・
出
願
受
付
期
間

　　

十
一
月
一
日
出
～
十
一
月
十
日
同

　

・
入
学
試
験
日

館

　

十
一
月
十
五
日
出
又
は
十
六
日
旧

碍

　

の
い
ず
れ
か
一
日

　

・
合
格
発
表

　　

十
一
月
二
十
日
的
（通
知
発
送
日
）

　

●

一般
・
社
会
人
入
学
試
験

　

・
募
集
定
員

　

七
十
五
名

　

・
出
願
受
付
期
間

　　

一
月
十
三
日
灰
～
ニ
十
三
日
◎

　

・
一
般
入
学
試
験
日

一重．：－三ヨ楓畷霞慶二；，：
－：．ニーニ

会

　　　

長

　　　

岡
戸

　

妙
子

長

　　　

林

　　

裕
子

副

　

会

　

長

会
計
監
査
委
員

会
計
監
査
委
員

佐
藤

　

恵
子

若
松
由
充
子

大
久
保
雅
子

東

　

ち
な
み

伊
藤

　

敦
子

清
水

　

昌
江

福
入

　

秀
子

三
輪
千
恵
子

岡
本
多
江
子

田
選

　

淳
子

八
田

　

雅
子

堀
場

　

弘
美

白
田

　

緑
子



２００３年９月１日

二
月
一
日
同

　

筆
記
試
験

　　

二
日
御

　

面
接

・
社
会
人
入
学
試
験
日

二
月
一
日
同

　

作
文
・
面
接

・
合
格
発
表

（
一
般
・
社
会
人
）

二
月
六
日
◎

（通
知
発
送
日
）

名 古屋柳 城短 期 大 学 報

専任教員の論文紹介
二〇〇二年度研究紀要より

価値観と日本人の思考様式

　　　　　　　　　　　　　　　

…田浦

　

武雄

保育内容に関する－考察 （－）－領域健康を中心として－

　

…夏目

　

恒雄

フィリピン・ネグロス島における就学前教育に関する一考察（一）

－幼児の心身の健康の視点から－

　　　　　　

…夏目

　

恒雄

　

飯田

　

和也

シューベルトの歌曲集「冬の旅」（五）
－歌手とピアニストの為の演奏と解釈－

　　　　　　　　　

…野々垣文成

乳幼児期の発達における親子の粋の重要性について
－子育て支援への視座－

　　　　　　　　　　　　　　　　

…成田

　

朋子

ペスタロッチー 「幼児教育の書簡」 に関する－考察…

　　

…尾上

　

明子

造形活動の初期的行為としての探索活動－造形遊びと比較検討する－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

…奥

　

美 佐子

情報化社会と教育－ケイタイを介したコミュニケーション

　　　　　　　　　

行動に見る〈かかわり合い＞の変容－

　

…費櫛久美子

，保育科学生の学習効果と意欲
－教育実習事前指導における課題実習を通して－

　　　　　

…長根利紀代

幼児の身体表現あそびにみられる物語展開の過程

　　　　　　　　

…鈴木

　

裕子

　

西 洋子

　

本山

　

益子

　

吉川

　

京子

，介護福祉教育における海外研修実践の評価

　　　　　　　　　　　　　

…中根

　

淳子

　

田中

　

厚子

　

田中

　

隆治

保育者養成短期大学における情報教育カリキュラム （三） …松山由美子
重い皮膚病を患った男
－そのＫｎｐｏｏｏＥＬリの内容と意味

　　　　　　　　　　　　　

…菅原

　

裕治

自閉症児の初期徴候と発達過程
－超早期療育を行ったＡ男の事例から－

　　　　　　　　　

…荻原はるみ

指定介護老人施設における介護職員の入所者情報の
共有化に関する現状と課題－Ｂ施設の施設調査を通して－…三好

　

禎之

建学の精神 「愛をもって仕えよ」 に関する学生の意識

　　

…岩井

　

勇児

音楽的表現活動－学生が捉えたもの－
…安藤

　

昌子

　

飯田

　

和也

専
攻
科
保
育
専
攻

募
集
定
員

　

十
五
名

●
第
一
回
入
学
試
験

・
出
願
受
付
期
間

六
月
二
十
三
日
◎
～
七
月
四
日
◎

・
入
学
試
験
日

　

七
月
十
二
日
出

小
論
文
・
面
接

・
合
格
発
表

　

七
月
十
七
日
的

（通
知
発
送
日
）

●
第
二
回
入
学
試
験

・
出
願
受
付
期
間

　

一
月
二
十
六
日
◎
～
二
月
六
日
◎

・
入
学
試
験
日

二
月
十
四
日
は

小
論
文
・
面
接

・
合
格
発
表

二
月
十
九
日
的

（通
知
発
送
日
）

専
攻
科
介
護
福
祉
専
攻

募
集
定
員

　

三
十
名

●
第
一
回
入
学
試
験

・
出
願
受
付
期
間

　

六
月
二
十
三
日
回
～
七
月
四
日
◎

・
入
学
試
験
日

　

七
月
十
二
日
仕

小
論
文
・
面
接

・
合
格
発
表

　

七
月
十
七
日
的

（通
知
発
送
日
）

●
第
二
回
入
学
試
験

・
出
願
受
付
期
間

十
一
月
二
十
五
日
園

　　　　　　

～
十
二
月
五
日
◎

・
入
学
試
験
日

　

十
二
月
十
三
日
出

　　　　　　　

小
論
文

・
面
接

・
合
格
発
表

　

十
二
月
十
八
日
約
（通
知
発
送
日
）

●
第
三
回
入
学
試
験

・
出
願
受
付
期
間

　

二
月
二
十
三
日
◎
～
三
月
五
日
途

・
入
学
試
験
日

　

三
月
十
三
日
①

小
論
文
・
面
接

・
合
格
発
表

　

三
月
十
六
日
的

（通
知
発
送
日
）

◎
保
育
科
・
専
攻
科
募
集
要
項
請
求

お
よ
び
入
学
試
験
に
関
す
る
お
問
い

合
せ
等
は
教
務
課
ま
で

　

冨
０
五
二
１
八
四
一
ー
二
六
三
五

二
〇
〇
三
年
度
入
試
結
果

　　　　

新

一
年
生
２０６
名
入
学

　

全
国
的
に
保
育
系
短
大
の
学
生
の

主
要
行
事
予
定

４
／
２
的

入
学
式

　

４
◎

　

健
康
診
断

筋
◎

・
２６
⑨

ｏ

　　

（保
育
科
）
合
同
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

５
／
２６
明
～
幼
稚
園
教
育
実
習

　　　　　

（保
育
科
２
年
生
）

６
／
９
同
～
第
工
段
階
施
設
介
護
福
祉
実
習

　　　　　　

（介
護
福
祉
専
攻
）

７
／
乾
出

　

専
攻
科
（保
育
・介
護
）

　　　　

第

一
回
入
試

　

節
的

　

合
同
礼
拝

　

潟
的

　

前
期
講
義
終
了

　

器
◎
～
前
期
定
期
試
験
開
始

　

３

　　

１
的
～
夏
期
休
暇
開
始

８
／
１
◎

第
１
回
大
学
見
学
会

　

４
同
～
施
設
実
習

　　　　　

（保
育
科
２
年
生
）

９
／
２２
回

後
期
講
義
開
始

　

潟
◎
～
第
□
段
階
施
設
介
護
福
祉
実
習

ーノ

　

ー－－－－－－Ｊ：”露顕磨ぎ

　　　

Ｒｙはｊｏ………◎」

　　　　　　

（介
護
福
祉
専
攻
）

９
／
幻
出

　

第
２
回
大
学
見
学
会

１０
／
１
的

　

創
立
記
念
日
（平
常
授
業
）

　

２

　　

９
的

合
同
礼
拝
・
記
念
音
楽
会

１１
／
１
出

短
大
創
設
５０
周
年
記
念

　　　　

礼
拝
・
記
念
植
樹
・
感

　　　　

謝
の
集
い

・
墓
前
礼
拝

１１
／
１
出
～
１２
／
２５
的

　　　　

『世
界
の
ク
リ
ス
マ
ス
展
』

１１
／
２
回

短
大
創
設
５０
周
年

　　　　

記
念
講
演
会

　

２
日
・
３
㈱

柳
城
祭

ｏ

　　

ミ
ニ
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

第４８号



名 古 屋柳 城短期 大 学 報 第４８号

入
学
状
況
は
順
調
で
あ
る
。

　

昨
今
、
進
学
先
を
選
択
す
る
際
に

卒
業
後
の
進
路
を
し
っ
か
り
と
見
据

え
、
免
許
や
資
格
を
取
得
し
、
そ
れ

に
直
結
し
た
就
職
を
と
堅
実
に
考
え

る
高
校
生
が
増
え
て
い
る
。
あ
る
調

査
に
よ
る
と

「大
学
・
短
大
へ
の
進

学
希
望
者
の
就
き
た
い
職
業
」
（二
〇

〇
四
年
三
月
卒
業
予
定
女
子
）
で
保

育
士

（二
○
・
八
％
）
が
第
一
位
で

あ
る
。

本
学
保
育
科
の
今
年
度
入
試
状
況

は
全
体
志
願
者
数
が
若
干
減
少
し
た

が
入
学
者
数
は
過
去
最
高
で
あ
っ
た
。

例
年
、
一
般
合
格
者
よ
り
多
く
の
入

学
辞
退
が
で
る
が
今
年
は
そ
の
予
想

を
は
る
か
に
下
ま
わ
っ
た
。
こ
の
こ

新

　

年

震

２００３年９月１日

　

二
〇
〇
二
年
度
は
保
育
科
、
専
攻

科
合
わ
せ
て
二
一
三
名
の
卒
業
生
が

巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。
二
〇
〇
三

年
四
月
二
日
に
は
保
育
科
二
〇
六
名
、

専
攻
科
十
八
名
、
内
九
名
の
男
子
入

学
生
を
迎
え
ま
し
た
。
近
年
に
は
め

ず
ら
し
く
桜
に
も
歓
迎
さ
れ
た
入
学

式
で
し
た
。

　

今
年
度
は
柳
城
に
と
っ
て
記
念
す

べ
き
創
立
一
〇
五
周
年
、
短
期
大
学

と
は
推
薦
、
一
般
受
験
者
共
に
本
学

の
入
学
を
第
一
志
望
に
し
て
い
る
受

験
者
が
増
え
た
こ
と
を
意
味
し
、
地

道
で
は
あ
る
が
一
〇
五
年
の
歴
史
と

伝
統
、
高
就
職
率
の
実
績
が
脈
々
と

受
け
継
が
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

た
だ
、
一
般
試
験
科
目
で
あ
る
国

語
の
平
均
点
が
若
干
で
は
あ
る
が
落

ち
て
き
て
い
る
の
が
気
が
か
り
で
あ

る
。
推
薦
、
一
般
の
合
格
者
の
高
校

で
の
成
績
評
価
点
は
推
薦
合
格
者
で

三
・
九
、
一
般
合
格
者
で
は
三
・
八

で
あ
っ
た
。

専
攻
科
は
両
専
攻
と
も
本
学
保
育

科
出
身
者
が
大
半
を
占
め
た
。

創
設
五
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
記
念

行
事
を
開
催
し
つ
つ
、
東
南
海
地
震

に
備
え
校
舎
を
建
て
替
え
、
学
生
が

よ
り
よ
い
学
園
生
活
を
お
く
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
の

設
立
や
１
Ｔ
化
に
向
け
て
学
内
の
環

境
を
整
え
る
方
向
で
動
き
出
し
て
い

ま
す
。

夏
期
休
暇
よ
り
校
内
が
準
備
の
た

め
使
用
し
に
く
く
な
っ
て
い
る
か
と

思
い
ま
す
が
、
機
会
を
見
つ
け
て
大

学
を
訪
れ
、
記
念
行
事
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。
皆
様
と
と
も
に
歴
史
を

刻
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

柳
城
に
入
学
し
て

崎

　

麗

　

美

（保
育
科
一年
）

　

期
待
と
不
安
を
抱
い
て
迎
え
た
入

学
式
か
ら
、
す
で
に
二
ヶ
月
が
た
ち

ま
し
た
。
同
じ
夢
を
持
っ
た
友
人
に

も
恵
ま
れ
て
、
高
校
と
は
異
な
る
雰

囲
気
に
も
慣
れ
て
き
ま
し
た
。
最
初

は
、
経
験
の
な
い
講
義
に
不
慣
れ
で

環
境
に
慣
れ
る
だ
け
で
精
一
杯
で
し

た
。
し
か
し
、
毎
日
興
味
の
あ
る
内

容
や
将
来
に
役
に
立
つ
講
義
は
大
変

有
意
義
で
、
日
々
の
充
実
感
を
手
に

入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

先
日
、
学
外
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
参
加

し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
の
新
入
生
歓

迎
会
で
は
、
五
十
人
も
の
ク
ラ
ス
〆

イ
ト
全
員
が
心
を
合
わ
せ
て
出
し
物

を
行
い
ま
し
た
。
私
た
ち
の
出
し
物

に
比
べ
て
、
先
輩
た
ち
の
作
品
は
と

て
も
す
ば
ら
し
く
、
感
動
的
で
し
た
。

私
た
ち
よ
り
日
々
が
忙
し
い
中
で
完

成
度
が
高
く
、
私
た
ち
も
来
年
は
先

輩
た
ち
の
よ
う
に
成
長
し
た
い
と
強

く
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
よ
う

な
先
輩
た
ち
を
目
標
に
し
、
こ
れ
か

ら
の
生
活
を
頑
張
ろ
う
と
改
め
て
思

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
阿
部
康
子
先
生
の
講
演

会
で
は
保
育
の
実
体
験
を
話
し
て
い

た
だ
き
、
特
に
子
供
の
個
人
差
に
つ

い
て
の
お
話
は
と
て
も
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。
今
後
の
子
供
に
接
す
る
時

の
基
本
姿
勢
を
教
え
て
い
た
だ
け
た

と
思
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
忘
れ
ず

胸
に
刻
み
、
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

ま
た
、
こ
の
学
校
は
キ
リ
ス
ト
教

精
神
を
根
本
に
し
て
お
り
、
そ
の
精

神
を
日
常
生
活
や
保
育
者
と
し
て
生

き
る
考
え
に
生
か
し
て
私
自
身
も
人

間
的
に
大
き
く
成
長
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
だ
入
学
し
て
間
も
な

い
私
で
す
が
、
感
謝
の
気
持
ち
を
持

つ
こ
と
や
、
命
の
大
切
さ
を
改
め
て

認
識
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
こ
の
よ
う

な
心
を
持
っ
て
保
育
の
道
を
進
め
る

こ
と
を
心
よ
り
誇
り
に
思
い
ま
す
。

こ
の
学
校
の
伝
統
あ
る
教
育
の
も
と

に
、
心
の
こ
も
っ
た
保
育
者
と
な
る

よ
う
新
し
い
出
会
い
に
感
謝
し
つ
つ
、

努
力
を
忘
れ
ず
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

１

　　

０
旧
～
幼
稚
園
教
育
実
習

　　　　

（保
育
科
１
年
生
）

　　　　

保
育
所
実
習

　

怖
出

　

保
育
科
推
薦
入
試

１２
／
８
◎
～
第
皿
段
階
施
設
介
護
福
祉
実
習

　　　　　　

（介
護
福
祉
専
攻
）

　

路
◎

　

専
攻
科
（介
護
）

　　　　

第
二
回
入
試

　

１

　　

７
体

　

ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝

　

２

　　

５
的
～
冬
季
休
暇
開
始

１
／
７
的

　

講
義
開
始

　　　　

専
攻
科
介
護
福
祉
専
攻

　　　　

後
期
定
期
試
験
開
始

　

１

　　

３
的
～
居
宅
介
護
福
祉
実
習

　　　　　　

（介
護
福
祉
専
攻
）

１
／
１３
灰
～
１
／
３０
◎

復
刻
世
界
の
絵
本
展

後
期
講
義
終
了

（保
育
科
・専
攻
科
保
育
専
攻
）

後
期
定
期
試
験
開
始

（保
育
科
・専
攻
科
保
育
専
攻
）

２１
体

２
／
１
◎

．
２
月

　　

保
育
科
・
一
般
社
会
人
入
試

　

陸
⑨

　

専
攻
科

（保
育
）

　　　　

第
二
回
入
試

　

　　

　　　　　　

　　　　

　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　

ー‘総滋－
、
一二…－

　

－…－－

　

－ーー

１６
偏
～
保
育
所
実
習

　

（保
育
科
一
年
生
）

専
攻
科

（介
護
）

第
三
回
入
試

終
業
・
卒
業
・
修
了
礼

拝
・
新
２
年
生
履
修
ガ

イ
ダ
ン
ス

卒
業
・
修
了
式

３
／
１３
出

３
／
１５
旧

１６
灰



２００３年９月１日名 古 屋柳 城短期 大 学 報第４８号

介
護
福
祉
専
攻
開
設
五
周
年

記
念
講
演
会
へ
の
ご
案
内

「老
い
の
風
景
」
執
筆
者

　　　

渡
辺
哲
雄
先
生
講
演

今
年
本
学
は
、創
立
一
〇
五
周
年
・

短
期
大
学
創
設
五
十
周
年
、
介
護
福

祉
専
攻
開
設
五
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
れ
を
記
念
し
て
、
次
の
通
り
公
開

講
座
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
講
師
は

「老
い
の
風
景
」
（中

日
新
聞
連
載
）
執
筆
・
渡
辺
哲
雄
先

生
を
お
迎
え
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。先
生
は
、長
年
病
院
の
医
療
ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
方

で
、
そ
の
豊
か
な
経
験
を
通
し
て
、

「老
い
る
こ
と
と
は
、
人
間
が
人
間

ら
し
く
生
き
る
と
い
う
こ
と
と
は
、

愛
す
る
こ
と
と
は
」
を
追
求
し
続
け

て
こ
ら
れ
た
方
で
す
。
必
ず
や
素
晴

ら
し
い
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
。

　

「ど
う
ぞ
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
。」
多
数
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

テ
ー
マ

　

「老
い
の
風
景
１
老
い
る
こ
と

・

　　

死
ぬ
こ
と

・
愛
す
る
こ
と
ー
」

日

　

時

　

二
〇
〇
三
年
十
月
十
八
日
悶

　　　

午
後
一
時
三
十
分
～
四
時

会

　

場
名
古
屋
柳
城
短
期
大
学

参
加
費

　

無

　

料

申
込
先

　

名
古
屋
柳
城
短
期
大
学

教
務
課

あ
と
一年
で
も
う
ひ
と
つ

　

資
格
を
取
得
し
ま
せ
ん
か
？

本
学
専
攻
科
介
護
福
祉
専
攻
は
、

保
育
士
資
格
を
持
つ
人
が
、
も
う
一

年
介
護
福
祉
専
攻
で
学
ぶ
こ
と
に
よ

り
、
国
家
試
験
を
受
け
る
こ
と
な
く
、

介
護
福
祉
士
資
格
を
取
得
す
る
こ
と

が
で
き
る
専
攻
科
で
す
。

介
護
福
祉
士
資
格
は
、
少
子
・
高

齢
化
の
ま
す
ま
す
の
進
行
と
幼
保
一

元
化
、
施
設
の
民
営
化
と
複
合
化
傾

向
が
強
ま
る
な
か
、
現
在
そ
し
て
未

来
に
向
け
て
、
最
も
需
要
が
期
待
さ

れ
る
専
門
職
資
格
で
す
。

　

本
学
で
は
、
今
年
度
よ
り
三
回
選

考
試
験
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
特
に
卒
業
生
の
皆
さ
ん
の
多

数
の
応
募
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

「ど
う
ぞ
奮
っ
て
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
。」

第
一
回
入
学
試
験

　

七
月
十
二
日
①

第
二
回
入
学
試
験

　

十
ニ
月
十
三
日
①

第
三
回
入
学
試
験

　

三
月
十
三
日
出

　

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
名
古

屋
柳
城
短
期
大
学
事
務
局
教
務
課
ま

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

体
育
館

今
年
の
就
職
状
況

　

本
年
度
も
１００
％
達
成

本
年
度
本
学
の
卒
業
生
は
二
一
三

名
で
し
た
。
そ
の
う
ち

一
九
二
名
が

就
職
を
希
望
し
、
全
員
が
そ
の
目
標

を
達
成
し
て
い
ま
す
。

　

文
部
科
学
省
に
よ
る
短
期
大
学
就

職
状
況
調
査

（鑓
・
４
・
１
）
に
よ

り
ま
す
と
、
短
期
大
学
卒
業
生
の
就

職
希
望
率
は
７２

・
８
％
、
そ
の
希
望

者
の
就
職
内
定
率
は
９０
・
２
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
本
学
の
就
職
希
望
率

は
帥
・
１
％

（専
攻
科
等
へ
の
進
学

者
十
四
名
を
除
い
た
率
は
９６
％
）
で

就
職
内
定
率
は
一
〇
０
％
で
す
。
し

か
も
ほ
ぼ
全
員
が
専
門
を
生
か
し
た

職
に
就
い
た
こ
と
は
本
学
学
生
の
努

力
の
た
ま
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
ｏ

翻

　　　　　　　　　

進学１４名

　　　　　　
　　　　

　

臨時保育士
９名

　　

↓

　　　　　

＼＼＼＼

　　　　　　　　　

２
公立（保育園等）

／／
／／
／

２０名

保
育
士
登
録
の

手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う

　

児
童
福
祉
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、

今
後
保
育
士
と
し
て
働
く
た
め
に
は

「保
育
士
登
録
」
の
手
続
き
を
す
る

こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
保
育
士
と
し
て
業
務
に
就

い
て
い
る
方
、
今
後
、
保
育
士
と
し

て
業
務
を
行
う
予
定
の
あ
る
方
は
登

録
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

登
録
申
請
す
る
際
、
ま
ず
、
「登

録
事
務
処
理
セ
ン
タ
ー
」
に
電
話
を

し
て

「保
育
士
登
録
の
手
引
き
」
を

取
り
寄
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
（お

勤
め
の
児
童
福
祉
施
設
で
「手
引
き
」

を
取
り
寄
せ
て
も
ら
え
る
場
合
も
あ

り
ま
す
）。
「登
録
事
務
処
理
セ
ン

タ
ー
」
の
電
話
番
号
は
下
記
の
と
お

り
で
す
。

　

「保
育
士
登
録
の
手
引
き
」を
よ
く

読
ん
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

「登
録
事
務
処
理
セ
ン
タ
ー
」
に
提

出
す
る
書
類
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
保
育
士
登
録
申
請
書

（用
紙
が

「手
引
き
」
に
添
付
さ
れ

　

て
い
ま
す
。
）

・
登
録
手
数
料
の
郵
便
振
替
払
込
受

　

付
証
明
書

（登
録
手
数
料
四
、
二
〇
〇
円
が
必

要
で
す
。
振
込
用
紙
が
「手
引
き
」

に
添
付
さ
れ
て
い
ま
す
。）

・
保
育
士
資
格
証
明
書

（原
本
）

全竿
業
式
で
授
与
さ
れ
た
証
書
で

す
。）

※
氏
名
変
更
さ
れ
た
方
・
現
在
、
児

童
福
祉
施
設
に
お
勤
め
の
方
等
、

提
出
書
類
が
上
記
と
異
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は

「手

引
き
」
を
よ
く
お
読
み
く
だ
さ
い
。

・登
録
事
務
処
理
セ
ン
タ
ー
・

登
録
案
内
専
用
電
話

○
一
二
〇
１
０
四
一
九
四
三

・
音
声
案
内
及
び
Ｆ
Ａ
Ｘ

０
三
１
五
四
八
五
１
三
一
三
三

　

（祝
日
を
除
く
月
曜
日
か
ら
金
曜

　

日
の
１０
時
か
ら
１８
時
ま
で
）

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

き
き

≧
禦
ぎ
旨
旨
．き

〒

一
五
〇
１
０
０
０
二

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
一
ー
一
ｉ
八

青
山
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ビ
ル

ご
不
明
の
点
は
、
登
録
事
務
処
理

セ
ン
タ
ー
又
は
名
古
屋
柳
城
短
期
大

学
教
務
課

（質
○
五
二
１
八
四
一
１

二
六
三
五
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

－
，↑
－－－－－て；、，葡「



附

　

属

　

幼

　

稚

　

園

　

便

　

り

一三：ニモ

　

．三
：－“－ー－
三
＝－．“～：三
一÷

　

；
ｉ
Ｔｒ′三
；
．；＝：三
，．
；：：三
二－

　

．三旧三
三
÷

　

，
．．三
：ｉ
二
三
二；
、ニ
ニ三
三：ーニぎ
三二′

　

－三；三
二．

　

に

　

取

　

が

　

園

　　　

ス

　

と

　

通

　

早

－回避函堅豊郷萱 一噌一 端
を内最小

　　　　　　　　　　　　　

１な

　　

組

　

員 、 新

　

伯
カ
ラ孝＄ず

　　　　　

り 職 容 も 松

　　　　　　

　 　 　 　

　

　 　

　　　　　　

　　　　　

　　　　　　　　　

． す

　

試

　

な

　

園

　

と

ー

　

等き霜 な

　

　　　　 　 　　　
　　　　
　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　

錯 あ

　

し

　

に

　　　　　　　　　　　

誤

　

る

　

て

　　

、

　　　　　　　　　　　

　　　　　　
　

　

　 　 　 　

　　　　　　　

±

　　　　　　　

で 姿

　

育

　

の三好丘聖マーガレット幼稚園

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

」

　　　　　　　　　　　　

ｏ －・ー
●『ＭＯＴＨＥＲ－ＰＬＡＹＡＮＤＮＵＲＳＥＲＹＳＯＮＧＳ』（ＢＯＳＴＯＮ）１８７９年

　

′デー
発行。
●『母の遊戯及育見歌上下』頒栄幼稚園出版、明治３０
年（１８９７）発行。

も蕉せ甥竪糠霧き竪家名乾季言蚤唇」 嫌お．需
日時・場所

　

１１／１（土）～１２／２５（木）

　　　　　

平日の９時～１７時本学４号館２階歴史資料室

　

第４８号

“ｉ１，，－ｉ…１，・ｉｒコト．－－：－＝－；ト

名 古屋柳 城短期 大 学 報

柳
城
学
院
の
三
つ
の
附
属
幼
稚
園

は
百
年
余
の
歳
月
の
中
で
、
様
々
な

時
代
を
眺
め
な
が
ら
、
近
年
急
激
に

変
貌
し
ま
し
た
。
歴
史
的
に
唯
一
残

る
の
は
、
白
壁
町
の
柳
城
幼
稚
園
で
、

歴
史
の
中
の
子
ど
も
た
ち
を
眺
め
て

き
た
イ
チ
ョ
ウ
の
木
、
桜
の
木
と
な

り
ま
し
た
。

　　　　　　　

Ｌ〕

２００３年９月１日

　

三
つ
の
附
属
幼
稚
園
で
は
、
一
五

二
名
の
年
長
さ
ん
の
一
人
ひ
と
り
が

大
き
な
夢
と
思
い
出
を
残
し
て

　

〃柳

城
っ
子
″
と
し
て
卒
園
い
た
し
ま
し

た
。
そ
し
て
本
年
は
一
六
六
名
の
新

し
い
お
友
だ
ち
を
迎
え
ま
し
た
。

附
属
柳
城
幼
稚
園
で
は
、
中
野
早

苗
園
長
と
と
も
に
礼
拝
や
聖
書
を
通

し
て
神
様
の
愛
を
知
り
、
自
主
性
と

協
調
性
を
豊
か
に
育
む
一
歩
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

柳
城
豊
田
幼
稚
園
で
は
関
俊
子
園

長
と
と
も
に
職
員
の
一
人
ひ
と
り
が

課
題
や
目
標
を
持
ち
、
主
体
的
に
取

り
組
む
こ
と
で
保
育
の
資
質
向
上
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　　　　　　　

　

　　　

　　　　　　　　　　　　三キモ軽零÷密エ
ー
，も の ・－

　

則 糎
－ －
」壷 諾菱電 三 戸一

　　　　

や は ま

　　　　　　　　　　

資 主

　

人

　

は

　

　

　

　

　 　

　　　　　　

　 　 　 　

　

　 　 　 　　

　　　　

‐

　

ＩＪ，
‐

　

ｒ イユ

　

ー

　　　　　　　　

上

　

に

　

り

　

子

　　　

が

　

性

　

を

　

野

　

ｏ

非
才
　

　

ま
た
、
附
属
三
好
丘
聖
マ
ー
ガ

レ
ッ
ト
幼
稚
園
で
は
、
感
激
の
中
に

二
〇
〇
一
年
に
第
一
回
の
卒
園
生
を

送
り
出
し
ま
し
た
。
そ
し
て
本
年
は

　　　　　　　　　　

柳城豊田幼稚園

　　

歴史資料の腰示及び
「世界の・クリスマス震」 のご案内
史においても貴重本とされる本学Ｅ
一ベル著作の展示をいたします。 　

　　

　　

保
フ
醐

新
一笹
職
員
肝要
珊

中

　

村

雅

　

今
春
四
月
か
ら
大
学
事
務
局
に
奉

職
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
中
村
雅

で
す
。
皆
様
の
暖
か
な
ご
指
導
を
頂

き
な
が
ら
数
か
月
が
経
過
し
ま
し
た
。

簡
単
な
自
己
紹
介
を
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。
生
ま
れ
は
青
森
県
、
育
ち
は
宮

城
県
で
す
。

　

本
校
に
参
り
ま
し
て
最
初
に
感
心

し
た
こ
と
の
一

　

つ
は
、
学
生
さ
ん
達

の
明
る
い
挨
拶
の
言
葉
で
す
。″お
は

よ
う
ご
ざ
い
ま
す
″
〃
こ
ん
に
ち
は
″

″さ
よ
う
な
ら
″柳
城
の
伝
統
な
の
で

し
ょ
う
か
、
こ
ち
ら
も
気
持
ち
よ
く

挨
拶
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
も

う
一

　

つ
は
、
学
内
外
が
常
に
清
掃
さ

れ
、
美
し
く
保
た
れ
て
い
る
こ
と
で

す
。
勉
学
に
励
む
に
は
と
て
も
よ
い

環
境
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。

こ
の
様
な
と
こ
ろ
で
働
か
せ
て
頂
く

こ
と
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
ま

だ
々
不
慣
れ
な
者
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

渋

　

谷

　

勝

　

治

は
じ
め
ま
し
て
、
二
〇
〇
三
年
四

月
よ
り
就
職
課
で
勤
務
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
渋
谷
勝
治

で
す
。
こ
れ
ま
で
三
十
八
年
間
、
名

古
屋
市
に
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
。

前
半
は
土
木
局
に
て
道
路
建
設
関
係

の
仕
事
を
、
後
半
は
北
区
役
所
の
中

に
あ
る
社
会
福
祉
事
務
所
で
、
生
活

保
護
相
談
と
特
に
高
齢
者
相
談
を
し

て
き
ま
し
た
。
少
子
高
齢
化
の
進
む

速
さ
が
予
想
以
上
に
早
い
た
め
施
策

の
変
化
が
著
し
く
、
事
務
は
繁
忙
を

き
わ
め
ま
し
た
。
と
り
わ
け
介
護
保

険
法
は
最
た
る
も
の
で
し
た
。

　

こ
の
た
び
本
学
学
生
の
皆
様
の
就

職
の
ご
案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
お

一
人
お

一
人

の
タ
ラ
ン
ト
を
生
か
し
て
輝
か
し
い

人
生
の
節
目
を
迎
え
ら
れ
ま
す
よ
う
、

宮
嶋
課
長
と
と
も
に
お
手
伝
い
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

面◎ご・－－：
・・
‐
・Ｒｙｕｉｏ
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名 古 屋 柳 城 短 期 大 学 報

　　　　　　　　

２００３年９月・日

２００２年度

　　

消 費 収 支 計 算 書

　　　　

単位

　

円

消
費
収
入
の
部
〕

科

　　　　　

目 決

　　　　

算 予

　　　　

算 差

　　　　

額

学生生徒納付金 ６０１，９５８，８００ ６０１，０６０，８００ ８９８，０００

手

　

数

　

料
寄

　

付

　

金
補

　

助

　

金
資産運用収入
事業収入
雑

　

収

　

入

１１，００１，６００
４２，４２６，６３７
１５３，０４９，２２０

　

１，０５４，０１６
４２，１５０，７１４
７，３９０，７５６

１１，０２３，０００
３６，５６８，０００
１３６，９２６，３９２

　

９１３，３８５
４１，６８９，７００
７，３４６，８３４

」Ｌ

　

２１，４００
５，８５８，６３７
１６，１２２，８２８

　

１４０，６３１

　

４６１，０１４

　　

４３，９２２

帰

　

属

　

収

　

入

　

合計 ８５９，０３１，７４３ ８３５，５２８，１１１ ２３，５０３，６３２

基本金組入れ額 △

　

２２，４９１，０００ 乙７１，５６３，０００ ▲

　

４９，０７２，０００

消費収入の部

　

合計 ８３６，５４０，７４３ ７６３，９６５，１１１ ７２，５７５，６３２

消
費
支
出
の
部

科

　　　　　

目
人

　

件

　

費 ４１７，８１４，７４３ ４２０，３６０，６６８ ▲

　

２，５４５，９２５

教育研究経費 １９０，３６５，６３１ １９９，８４８，６７７ ▲

　

９，４８３，０４６

管理経費 ３３，４０９，９７７ ３９，３５８，６９１ ▲

　

５，９４８，７１４

借入金当利息 １３，３７５，２１９ １３，３７５，１７９ ４０

資産処分差額

　

他 ６１６，２９２ ５５０，０００ ６６，２９２

予

　

備

　

費 ０ １５，５００，０００ ▲

　

１５，５００，０００

肖費支出の部

　

合計 ６５５，５８１，８６２ ６８８，９９３，２１５ ▲

　

３３，４１１，３５３

当年度消費収入超過額 １８０，９５８，８８１ ７４，９７１，８９６ １０５，９８６，９８５

前年度消費支出超過額 ▲

　

９４４，２４４，３２７ ▲

　

９４４，２４４，３２７

翌年度繰越消費支出超過額 ▲

　

７６３，２８５，４４６ ▲

　

８６９，２７２，４３１

１） ２００２年度露央隻【について

　　

単年度の期間＝又：支としては良女子な糸青果をネ辱られました。

　

当年度は過去最高の学生・園児数が与えられて学納金・補助金が大幅に増加したこと、 また諸先輩・関係諸氏から多
額の寄付金が寄せられたこと、更に経費削減に向けた教職員の－ヱ文した努力等が相ｆ笑ってこの決算結；果を得られたこ

　

とは訪対ご有り葵往く扇轄射であります。 書”寸金につきましては倉車立１００周年を言己念して開女台され÷たホ交舎建幕投資金募金…が、
その扉新柊年度である本年度、 ５年間累言十で９７５口／６３，２８３，０９４円という糸吉一果となりましたことを感言射をもってご幸艮『青

　

申し上しずます。

　　

しかし、 当学を院の貝オ政状況は、 上記…表のごとく７ｆ意６千３百万円の消費支出超過葛頁（繰り越成しの赤字） をチ包えてい

　

るのが王現実です。 早期にこれを角鞠肖することが必須頁の言課題と考えております。
２） 当子÷院を耶又り巻くコ大況について

　　

短期大学を取り巻く状況は…益々厳しさを増しております。 急速に進む少テキイヒや高学歴化、それを背景とした大学間

　

の生存競争の蕩安化は、 短豆期大学の４年制大学と転換を強く推し進めております。 保育者教育を中心に１００年のｆ云統を言考

　

る当矢遍大としても、 更なる１００年の歴史を禾責み上むずていくためには、 時代の動向をしっかりと読み取りつつ、 来るべ

　

き時ｆｔへのィ南えを怠るわけにはいきません。

　

当面の課題として経営ｆ本力の強化を図りつつ、教育内容の一層の充実、４年制大学転換夫等の課題に着実に文中応してい
きたいと考えております。

内
海

　

直
美

（豊
田
幼
稚
園
）

◇
附
属
幼
稚
園
◇

就
任

（二
〇
〇
三
年
四
月
一
日
）

中
野

　

早
苗

（柳
城
幼
園
長
）

酒
泉

　

裕
美

（豊
田
幼
教
諭
）

就
任

（二
〇
〇
三
年
四
月
一
日
）

中
村

　　

雅

（事
務
局
長
付
）

渋
谷

　

勝
治

（就
職
課
係
長
）

異

　　　　　　　　　　　　　　　　　

就

　

◇

　　　　　　　　

異

　　　　　　　　

昇

　　　　　　

就

　

◇

　　

野

　　

大

　

山

　

中

　

酒

　

中

　

任

　

胎

　　　　

中 原

　

動

　　

大

　

種

　

菅

　

任

　　

渋

　

中

　

任

　

娠

　　　　

村

　　

西

　

本

　

島

　

真

　

野

　

ｆ

　

豊

　　　　

村

　

中

　

川

　　

淫 市

　

原′

　　　

谷

　

村寸

　

十

　

粗

　　　　

　

　

　

　

　

　

　 　　 　

　

　

　

　　

　　

　

　

　 　

　　　　

　　

　

　

　

　

　　　　

　

　

　 　

　

　 　 　 　 　　

　

　　

　

　　　

　

　　　

大
淫

　

弘
毅

（教
務
課
主
任
）

　　

雅

（総
務
課
課
長
）

（二
〇
〇
三
年
七
月
一
日
）

． “威璽暑８
擢

　

８一

　

鰐落

　

繋一き
人

参黒野誠霧霧聾◇害霧審

　

議墨茎

　

霞静

　

事
芝

　

Ｚ

　

繋諸繋璽亘 自費課

　　

差毒授

　　

餐唇亘

　

編
集
後
記

　

こ
の
記
念
す
べ
き
年
に
当
た
り
、

「学
報
」
の
題
字
・
デ
ザ
イ
ン
を

一
新
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

少
し
前
の
卒
業
生
の
方
々
に
と
っ

て
は
、
亡
き
磯
谷
先
生
の
柳
の
木

の
デ
ザ
イ
ン
を
な
つ
か
し
く
覚
え

て
お
ら
れ
る
事
で
し
ょ
う
。
こ
の

た
び
五
十
周
年
を
記
念
し
、
題
字

は
書
家

清
田
麦
舟
氏
に
、デ
ザ
イ

ン
は
竹
内
伸
夫
氏
に
お
願
い
し
ま

し
た
。

　

五
十
周
年
行
事
で
皆
様
と
お
会

い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
つ

つ
。

　　　

（歴
史
資
料
委
員
会
）

◇
附
属
幼
稚
園
◇

退
任

（二
〇
〇
三
年
三
月
三
十
一
日
）

先
田

　

泰
子

（柳
城
幼
園
長
）

　

深
谷
真
紀
子

（豊
田
幼
教
諭
）

　

田
中

　

光
代

（豊
田
幼
教
諭
）

　

川
添

　

麻
希

（豊
田
幼
教
諭
）

つ

　

い

　　

し

　

ン は た て の て 少 － 「

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

退 ◇

　　　　　　　　　

退 ◇
ｏ で 五 た は 書 び お デ は

　

し 新 学 こ

　　　　　　

土

　　

後 川

　

田

　

深 先 任 附

　　　　

村

　　

矢 任 娠
き 十

　

０竹 家 五 ら ザ

　

、前 す 報 の

　

編

　　　

井

　　

藤 添 中 谷 田 （ 髭

　

（ 瀬 （ 津

　　

川

　　　　

内 主 十 れ イ 亡 の
十 」 記

　

ー

　　　　　　　　　　　　

首 二 胴

　　　　　　

一る

　

周

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

六

　　　　　　　　

二

　　

一

矢
淫

　

基
至

（教
務
課
主
任
）

　

（二
〇
〇
三
年
一
月
三
十
一
日
）

村
瀬

　　

均

（総
務
課
係
長
）

編

　

井

　

藤添中響田 周

　

一 ー 淫

　

短

　

　

　　　　　 　　　　

　　　　　　　　 　　　

　

ヤ

　　

ヤ 幼 幼 幼 幼 ー

　　　　

ニ

　

課 一 課
日百 ？ 島

　　

」 し

　　　　

プ

　　

プ

　　

教 教 教 園 －

　　　

十

字 の

　

え 木 っ ； を り

　　　　

、

　　　　　　

芦前

　

言前

　

言前

　　

日


